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Group 1 Automotive
Fortune 300の自動車小売業者が 
RUCKUS Wi-Fiで競合他社をリード

お客様

Group 1 Automotive

所在地

米国、英国、ブラジル

概要

Fortune 300企業であるGroup 1 Automo-

tiveは米国、英国、ブラジルに約300のデ
ィーラーとリペアセンターを有しています。
同社は2008年の景気後退時、徹底したコ
スト削減および業務の効率化を目的として、
RUCKUS®の導入を決定しました。信頼性
が低く機能性も限定的であったWi-Fiを
RUCKUS®に入れ替えることにより、業務
の効率化が徐々に達成されただけなく、デ
ィーラーの間におけるベストプラクティス
の共有も可能となりました。また、IoT時
代の自動車メーカーが求める新たなデータ
収集要件に役立つ透明性や精度の高いコン
トロールも実現しています。

課題

● 既存のWi-Fiはコストが高く、信頼性が
低いだけでなく、管理が難しい

● 頻繁に問題が発生するため、フロントオ
フィスやバックオフィスのオペレーショ
ンでのWi-Fi使用に支障が出ている

● 共通のプラットフォームがないため、グ
ローバル展開する小売業者としてベスト
プラクティスを共有できない

解決策

● 800以上の屋内AP

● Cloudpath® Enrollment System

● SmartZone Controller

利点

● RUCKUS Wi-Fiによってコスト削減、信
頼性の向上、管理の簡略化を実現

● Wi-Fiをショールーム、サービス部門、パ
ーツ部門のほか、新たに買収したディー
ラーにも導入

● RUCKUSがディーラー間におけるベス
トプラクティスの創出と共有の基盤に

● Cloudpathはデバイスや従業員のセキュ
アなオンボーディングをサポート。ゲス
ト用Wi-Fiにより、ビジターに関する有
益な人口統計学的データを収集

● 精度の高いコントロールにより、自動車
メーカーが求める新たなデータ収集要件
に対応
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「RUCKUSテクノロジーは他のディーラーが使用するどの

製品より優れているだけでなく、価格も他のベンダーに比

べてかなり安く、古いWi-Fiよりも確実に低コストでした。

RUCKUSの管理システムにより、これまでにないほど精度

の高いコントロールが可能になります。」

Group 1 Automotive

ITマネージャー 
ジャロード・マーフィー氏

高コストかつ低パフォーマンスのWi-Fiは 
成長する自動車小売業者の足かせに
2008年の世界的な景気後退時は、「The Great Auto Crisis（自動車
業界の危機）」とも呼ばれ、多くの自動車ディーラーが破産に追い
込まれました。テキサス州ヒューストンに本社を置き、米国全土に
ディーラーを擁する自動車小売業者、Group 1 Automotiveは、コ
スト削減のために向け、迅速に対策を打ち出しました。同社の情報
セキュリティ責任者で、Wi-Fiネットワークの全社的責任を担うア
ンドリュー・ジアンコラ氏は次のように述べています。「各ディー
ラーがより効率よく仕事ができる方法を見付ける必要がありました。
当時のWi-FiベンダーはCiscoでしたが、機器やライセンス、保守
にかかる費用は高額で年々上がり続けていました。」

西海岸のディーラーで ITマネージャーを務めるジャロード・マー
フィー氏は次のように述べています。「当時使っていたWi-Fiは高額
なだけでなく、信頼性も最低でした。チャネル干渉や通信範囲の問
題が頻繁に発生し、特にロサンゼルスなどの高密度な都市部では深
刻な状況でした。Cisco のアクセスポイントとコントローラでは問
題の解決はもとより、診断も難しかったのです。」

通信障害による問題も、従業員のストレスの大きな原因となってい
ました。パーツ部門で小型のハンドヘルドスキャナーを使用する従
業員は次のように話しています。「Cisco APではスキャナーを安定
して接続できませんでした。受信状況を良くするため、従業員がそ
の都度部品の入った箱を動かす必要がありました。常に忙しい部門
にもかかわらず、こうした作業により多くの時間が浪費されていた
のです。」

現場のニーズは明らかでした。古いWi-Fiを入れ替える必要があっ
たのです。

RUCKUSテクノロジーは他のディーラーが使用するどの製品より

優れているだけでなく、保守が簡単で、必要なアクセスポイントも
少なく、他のベンダーに比べてコストの大幅な削減が可能です。
RUCKUSの管理システムによって、これまでにないほど精度の高
いコントロールが可能になります。」

ジアンコラ氏も、マーフィー氏の話に頷きます。「セキュリティ専
門家である私にとってRUCKUSは使いやすく、チームのメンバー
も高度な設定、最適化、診断を、時間をかけることなくできるよう
になりました。」

両氏はRUCKUSを採用した結果、既存の問題を解決することがで
きました。また使用するにつれ、ど、競合他社を突き放すほどの能
力を手に入れることができました。

RUCKUS のWi-Fiなら 
新規ディーラー買収にも柔軟に対応
Group 1は英国やブラジルのディーラーを買収し、また米国全土で
も店舗を増やすことにより、業務拡大を進めています。現在、同社
は約300のディーラーとリペアセンターを展開しています。

新規ディーラーの買収には特にネットワークなどの技術的な課題が
伴います。建物の配線を変えることができない場合も多く、特に自
社で所有していない建物の場合、困難になります。ジアンコラ氏は
次のように述べています。「RUCKUSを使えば、WLANの設定は簡
単でコストもあまりかかりません。全ディーラーでベストプラク
ティス創出に必要な基盤を得ることができました。以前では予想も
できなかったことです。」

サービス部門では多くのディーラーがShortel Communicationsを
使用していました。技術者個人が契約する携帯を使って、車両
チェックリストの作業（走行距離数の記録、車両の破損状態の写真
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「弊社はFortune 300企業ですが、多くの同業他社様から

RUCKUSの活用についてお問い合わせいただいており、と

ても嬉しく思っています。リーダーとしてのGroup 1 Auto-

motiveの位置付け確保に貢献できていることを実感でき

ます。」

Group 1 Automotive

情報セキュリティ責任者 
アンドリュー・ジアンコラ氏

撮影など）を行う必要がありました。業務に使用した分数はデータ
プランから差し引かれていましたが、当然ながらサービス技術者の
間では不評でした。そのため、最初に着手する取り組みの一つとし
て、RUCKUS WLANをサービス部門に導入しました。

次に、ショールームのWi-Fiを導入です。これによりゲストへの無
料Wi-Fiの提供が実現しました。ビジターがゲスト用のWi-Fiにサ
インオンするにあたり、ディーラーはゲストの名前とeメール情報
を収集します。先ごろRUCKUS Cloudpath Enrollment Systemを新
たに導入したため、さらに人口統計学的な情報も収集できるように
なりました。ジアンコラ氏は次のように述べています。「今では多く
の人が製品等をオンラインで比較してからディーラーに行くように
なりました。ディーラーとしてもビジターをできるだけ理解し、そ
の購買パターンを把握したいと考えています。RUCKUSにはアナリ
ティクス機能が内蔵されているため、その情報をサードパーティデ
ータと融合することで、より完全なプロファイルを作成できると期
待しています。

Cloudpathソフトウェアはあらゆる接続を強力に保護する各種機能
により、デバイスや従業員のセキュリティを高めます。同社は、従
業員や従業員が使用する全モバイルデバイスのオンボーディングに
Cloudpathを使用しています。ジアンコラ氏は次のように述べてい
ます。「Cloudpathソフトウェアが導入されたことでBYODをサ
ポートすることができ、社員にも喜ばれています。以前は握できな
かったネットワーク上のデバイスやユーザーも、今では可視化でき
るようになりました。」

CloudpathをActive Directoryと統合することで、社員一人ひとりが
単一のログインクレデンシャルを持つことができます。これにより
オンボーディング時の権限付与が的確かつスピーディーになっただ
けでなく、退職時のネットワーク権限の無効化も瞬時に行えるよう
になりました。「非常に競争の激しい業界ですが、こうしたコントロ

ールが可能になったことで、セキュリティギャップが大幅に縮小さ
れたと感じています」と、ジアンコラ氏は述べています。Cloud-

path Enrollment Systemを導入する前は、SSIDの増加が問題になっ
ていましたが、今ではSSIDの数も制限できています。ジアンコラ氏
は次のように述べています。「RUCKUS Wi-FiとCloudpath Enroll-

ment Systemを導入する前は、トラフィックを切り分けるために膨
大な数のSSIDをセットアップする必要がありました。これにより
不必要な手間が生じ、セキュリティポリシーの管理がさらに難しく
なりました。

RUCKUS Cloudpath Enrollment Systemを導入したことで、SSIDの
数を減らし、セキュリティ管理を強化することができたのです。」高
密度な都市部のほか、金属製の棚が立ち並ぶ倉庫でも通信障害の問
題は発生しなくなりました。マーフィー氏は次のように述べていま
す。「以前は接続不良や通信切断の苦情が常に寄せられていましたが、
今ではめったにありません。RUCKUSがしっかり機能してくれるの
で、問題解決ではなくビジネスの拡大に専念できるようになりまし
た。」

他のディーラーはメーカー独自の 
難解なニーズへの対応に苦慮
ジアンコラ氏によると、Group 1 Automotiveはとりわけスマート
輸送と IoT（モノのインターネット）のニーズに対応しやすい立場に
ありました。Group 1には30以上のメーカーの代理店ディーラー
が存在します。ジアンコラ氏は次のように述べています。「可能な限
り標準化したいと思っています。ブランドごとに異なるWLANを採
用しサポートするのは非効率ですから。RUCKUSなら各メーカーの
ニーズに対応できる共通の基盤を提供してくれます。」

メーカーは車やトラックにセンサーを搭載することで安全性を強化
し、診断データから国コードに至るまで、あらゆる情報を収集する
傾向にあります。ジアンコラ氏によると、ディーラーコミュニティ
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は小さいので、競合他社の動きはすぐにわかるといいます。数万ド
ルもかけて既存のWLANネットワークを撤去し、自動車メーカーの
言うままにワイヤレスベンダーの製品に切り替えた競合他社もあり
ますが、新しく導入したアクセスポイントでは、導入時のコストや
手間がかかったばかりで、メーカーが求めていた新たなセンサーデ
ータを拾うことはできませんでした。ジアンコラ氏は次のように述
べています。「同じ自動車ブランドの代理店を務める弊社ディーラー
は、求められたデータを拾うアクセスポイントを模索した結果、引
き続きRUCKUSを使用することにしました。自動車メーカーごとの
ニーズに対応しながら、Group 1全体で標準化も行うには、RUCKUS

の内部性能を確認できる機能が何より重要だと気付いたのです」。
また、最大の課題として、ハイエンドな電気自動車を生産する米国
メーカーと提携する日本メーカーとのパートナーシップがあります。
ジアンコラ氏は次のように述べています。「両社は弊社のサービス
部門に対して、2つの車の間でやり取りされるデータの収集を依頼
してきました。弊社のサービス技術者が繰り返し試してみましたが、
Wi-Fiはデータを拾えませんでした。

両方のメーカーから弊社の技術者のミスだと言われたため、RUCKUS

のアクセスポイントの内部を調べることにしました。その際、パケ
ットアナライザーを使用し、通信ストリームを切り分けた結果、電
気自動車側がデータを送信していないことが証明されたため、非難
を回避することができました。RUCKUSは、手間をかけずに可視性
や精度の高いコントロールを得ることができ、それは多くの事例に
より証明されています。」

進化する IoTの要件やオンラインショッピング時代における消費者
の購買パターンに苦慮する競合他社をよそに、ジアンコラ氏は他社
に後れを取ることはないと確信しています。「弊社はFortune 300企
業ですが、多くの同業他社からRUCKUSの活用についてお問い合
わせいただいております。自分の役目を果たすことで、業界をリー
ドするGroup 1 Automotiveに貢献していることが実感でき、とて
もうれしく思っています。」
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